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夏の訪れをつげる大鳥地区運動会。昨年は雨に

見舞われ自然の家での開催でしたが、今年は何

とか天気が持ちこたえタキタロウ広場にて開催

されました。50m走に始まり、ボール投げ、

ホールインワン、宝拾いなどなど…。「20代の僕

には少し物足りない運動量かな？」と思いなが

らも参加してみると必死に汗を流している僕が

いました。最後には恒例？の反省会でしっかり

とプリン体を体の中に流し込み、ほろ酔い気分

で意見交換をさせて頂きました。酔ったせいも

あるのか、最近では変な緊張感もなく自然体で

皆さんと色々取り組み、語れている気がしま

す。たまの無礼講も許して頂きつつ？(笑)も、こ

れからも楽しく行事をしていきましょう！(田口) 
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田口隊員連載コラム 『大鳥に恋して♪』 
大鳥に来て二回目の夏がやってきました。大鳥での一年のサイクルを知り、生活にも慣れてき

た。大鳥や朝日は勿論、鶴岡市内にも知り合いが増え、徐々に自分の立ち位置を確認できるよう

になってきました。ただ、日々忙しく過ごしている中で一年前に思い描いていたやりたいこと、

実現したいことが少しずつ埋もれてしまっている感覚に陥ることがあります。なのでここで改め

て高らかに宣言。『都会からきた若者が里山で自立できるようになること』『その生活過程を情

報発信し続け、次なる若者を呼び寄せること』この二つの動機をしっかり持ち続けながら大鳥の

技・資源と自分ができること・自分のスタイルを掛け合わせて、まずは自立への道を歩んでいき

たいです。協力隊としていられるのもあと1年9か月…。 

大鳥地区運動会に燃える… 

 今年も以東岳の登山道整備に同行し、皆さんと

一緒に作業に従事してきました。 

 昨年は荷揚げのヘリも飛ばず、3日間雨に見舞わ

れて非常に厳しい環境での作業になりました。 

今年は草刈り機などの荷揚げも無事に行われ、以

東小屋までの登頂も比較的好天に恵まれました。 

 しかし、作業当日と最終日はやっぱり雨模様･･･

なかなかうまくはいかないものです。しかも直登

コースを任せられた私は中途半端な整備仕事と

なってしまい反省しきり…。 

 とにかく夏山シーズンに向けて準備完了！大鳥

経由で登山者が増えればいうことなし！ (砂山) 

以東岳登山道整備、草刈りの奥深さを思い知る 

 

 



海を渡ればトビウオとウミネコに囲まれた飛島♪一泊二日で飛島旅行へ 

初めてのマタギサミットに参加 
 宮城県遠刈田温泉にて開催されたマタギサミットに初めて参加し

てきました。今回のテーマは「森と都市の周辺で今何が起きている

のか」。1日目は3名(組)の方々から発表があり、100名以上の参加

者たちが熱心に聞き入っていました。 

 特に小国町の巻狩り猟の話は非常に興味深く、今春実際に行かせ

ていただいた皿渕での熊猟を思い出しながら聞いていました。面白

かったのは地元猟友会の方々の熊猟の実演。イメージが湧きやすい

演出で大鳥でも参考にできそうです。 

 主宰者の田口洋美さんも仰っていたのですが、発表後の「懇談

会」が本番とのこと。今年は都合で飲めませんでしたが、次の機会

は宿泊して奥深い話が聞ければなぁと思っています。(砂山) 

砂山隊員連載コラム「食・住・職」 
 草刈りって奥深い。 

 今年は去年以上に草刈り作業に従事させてもらっており､単純作業

に見える草刈りが非常に奥深いものであると感じています。 

 草を刈る｡目的はただそれ1点なのですが､舗装路や林道･登山道、

法面やガードレールの有無など地理的条件も違えば、夏場は気象条

件も急変しやすいし、暑さ対策は必須。草刈り機や刃のメンテナン

スを怠れば、作業者の負担増にもなり作業効率は落ちる。 

 どんな仕事も段取り次第。皆さんの丁寧な仕事ぶりを間近で見て

いると､自身の暮らしの中でもそんな言葉が頭に浮かぶことが多いで

す。そして､大鳥企業振興組合の皆さま､ありがとうございました。 

大鳥川フェスタ 

   開催迫る！ 
 

8月16日(土)10～14時 

場所：タキタロウ会館周辺 

 

お手伝い頂ける方大歓迎！ 

 

また、夏休み期間中で里帰

りされたお子さんやお孫さ

んにも、ぜひ参加していた

だいて大鳥での夏休みの思

ひ出をつくってもらえれ

ば…と思っています。 

日常の中では海とは無縁の大鳥の長寿クラブメンバーたちと共に、特別会員？として協力隊も一緒

に飛島旅行に参加してきました。酒田港から約一時間半の船旅を経て、飛島に上陸。チェックイン

を済ませ、無料貸し出しの自転車に乗り込み島の散策を楽しんだ後は、お待ちかねの宴会がスター

ト。トビウオのから揚げやイカの刺身に喰らいつくみなの姿は獲物を狩るハンターの目そのもの。

酔いに任せた夜のオトナの話と堂に入った演舞に終始笑顔。人間、心が解放されるとあんなにも大

胆になるのですね。結局は宴会が一番の楽しみになっているのが大鳥らしかったです。（田口） 

隊員連絡先 
砂山隊員：080-5099-5596 

田口隊員：090-7757-7491 

発行元：大鳥地区地域おこし協力隊 

住所 ：鶴岡市大鳥字寿岡１１２(大鳥自然の家) 

大鳥HP『大鳥days』随時更新中 

http://ootoritakitarou.info/ 

  


